
  

様式第２号の１㸫ղ【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

㸫①を用いること。 
 

学校名 専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー 
設置者名 学校法人２１世紀アカデメイア 

 

 

１㸬「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

ㄢ⛬名 学科名 

ኪ間㺃

㏻ಙ

ไの

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業᫬数 

省令で定める

基準単位数又

は授業᫬数 

配

置

ᅔ

㞴 

観ග 

専門ㄢ⛬ 

 ル学科ࢲライࣈ
ኪ ・

㏻ಙ 
192 160 ᫬数  

ホテル学科 
ኪ ・

㏻ಙ 
160 160 ᫬数  

 学科ࢺリ࢚イࢡードࣇ
ኪ ・

㏻ಙ 
2�6 160 ᫬数  

࢚アライࣥ学科 
ኪ ・

㏻ಙ 
160 160 ᫬数  

㕲㐨ࢧーࣅス学科 
ኪ ・

㏻ಙ 
192 160 ᫬数  

᪑行学科 
ኪ ・

㏻ಙ 
160 160 ᫬数  

㡑ᅜㄒ学科 
ኪ ・

㏻ಙ 
224 160 ᫬数  

（ഛ⪃） 

�

�

２㸬「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表᪉法 

ホームページにて公表 https://www.kyukan.ac.jp/information.html�

�

�

３㸬要件を満たすことがᅔ㞴である学科 

学科名 

（ᅔ㞴である理⏤） 

�



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー 
設置者名 学校法人２１世紀アカデメイア 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

本校ホームページにて公表 https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
株式会社取締役 

（現職） 
2017.11.15 ～

2025.8.4 ガバナンスの強化 

非常勤 大学教授（現職） 
2024.6.29 ～

2025.8.4 ガバナンスの強化 

（備考） 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー 

設置者名 学校法人２１世紀アカデメイア 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表のᴫ要 

１㸬授業科目について、授業の᪉法及び内容、฿㐩目標、成績ホ౯の᪉法

シラバス�をస成し、公表し�基準その他の事項を記載した授業計画書ࡸ

ていること。 
（授業計画書のస成・公表に係る取⤌のᴫ要） 

カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿

㐩目標、᪉法、ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成

を行い、学科長、学校長のチྍをᚓる。 

స成᫬期㸸㛤ጞ年度前年の１１月ᮎ 
公表᫬期㸸㛤ጞ年度前年の１２月୰᪪ 

授業計画書の公表᪉法 +3 にて公表 https://www.kyukan.ac.jp/information.html�

２㸬学修意ḧのᢕᥱ、ヨ験ࡸレ࣏ーࢺ、卒業ㄽᩥなどの適ษな᪉法により、

学修成ᯝを厳格かつ適正にホ౯して単位を୚࠼、又は、ᒚ修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成ᯝのホ౯に係る取⤌のᴫ要） 

成績は前期、ᚋ期の⤊஢前に、ヨ験・ㄢ㢟・実ᢏヨ験・出ᖍ状況・授業ែ度

などを⪃៖し授業担当者が、定められた各教科のホ౯࣏イࣥࢺに基づき成

績をุ定する。ุ定⤖ᯝは授業担当者のホ౯を学科長が確認を行い᭱ᚋに

学校長が確認した上で単位の認定を行う。 

３㸬成績ホ౯において、㹅㹎㸿等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況のᢕᥱをはじめ、適ษに実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績ホ౯の適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は

࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学

生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが行ࢃれる。 

 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 
 

客観的な指標の 

⟬出᪉法の公表᪉法 
ホームページにて公表 

 https://www.kyukan.ac.jp/information.html�



  

４㸬卒業の認定に関する᪉㔪を定め、公表するとともに、適ษに実施して

いること。 
（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、

各学科の≉ᛶ、業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定

される。 

 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修してお

り、単位 94 単位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表して

いる 
�

卒業の認定に関する 

᪉㔪の公表᪉法 
ホームページにて公表 

https://www.kyukan.ac.jp/information.html�

�

� �



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー 

設置者名 学校法人２１世紀アカデメイア 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
最新情報を HP にて公表している。※ 

※https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

収支計算書又は損益計算書 
最情報を HP にて公表している。※ 

※https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

財産目録 
最新情報を HP にて公表している。※ 

※https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

事業報告書 
最新情報を HP にて公表している。※ 

※https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

監事による監査報告（書） 
最新情報を HP にて公表している。※ 

※https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２㸬教⫱άືに係る情報 

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
  ࠐ ル学科ࢲライࣈ

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1�728 

単位᫬間 

3�808 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

���36 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

40 人 33 人 2 人 2 人 6 人 8 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う。 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

�ᴫ要� 

（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している。 

 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

11 人

（100㸣）

0 人

（  0㸣）

11 人

（  100㸣）

0 人

（ 0㸣）

（主なᑵ⫋、業⏺等） 

࢚࢘ディࣥࣉࢢラࣥࢼー㸭ドレスシࣙࣉࢵ㸭ࣈライࢲル関連など 

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

⛎書᳨定 3 ⣭、アシスタࣥࣈࢺライࢲルࢥーディࢿータ、ࣃーࢼࢯルカラーࢧࣥࢥ

ルタࣥ３ࢺ⣭ 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  22 人 0 人 0㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤） 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
ホテル学科 ࠐ  

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1�824 

単位᫬間 

3�488 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

��312 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

60 人 32 人 1 人 2 人 4 人 6 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

（ᴫ要） 
（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している 

 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

19 人

（100㸣）

0 人

（  0㸣）

19 人

（  100㸣）

0 人

（ 0㸣）

（主なᑵ⫋、業⏺等） 

࣐リーࢼリࢰーࢺ、㜰ᛴ㜰神ホテルࢬ、ホテルࣘࢽバーࢧル࣏ー࢘ࣁ、ࢺステࣥ࣎

スホテルࢬ、アࣥࢲーࢬ東京、ルࣥࢧࢵࢿスἈ⦖、㮵ඣᓥࣟࣥࢧイࣖルホテル等 

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

⛎書᳨定 3⣭ ⱥㄒ᳨定、+56、+ ᳨など 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  33 人 4 人 12.1㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤） 

学⩦意ḧの႙ኻ、཭人等人間関係、経῭的理⏤ 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
  ࠐ 学科ࢺリ࢚イࢡードࣇ

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1��04 

単位᫬間 

4�064 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

��68 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

40 人 13 人 1 人 2 人 2 人 4 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

（ᴫ要） 
（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している 

 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

17 人

（100㸣）

0 人

（  0㸣）

12 人

（  70.6㸣）

� 人

（ 29.4㸣）

（主なᑵ⫋、業⏺等）  

さか࠼屋、ࣃティスリーࢡラࢵシࣇ、ࢡࢵラࣥࢾ࣐、࣡ࢯカࣥピス、カカ࣐࢜ࣟࣥス、

たきが586+7、�($&-7、ࣥࣃࢃ+ &$)�、シࣗࢡレࣇレー5、ࢬ+& 、࢙ࣇー࣐ࣥカࣁࣥࣟ

6aturday $1' 5($'< など 

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

⛎書᳨定 2⣭、㣗ရ⾨ᫍ㈐௵者、ࣇードࢥーディࢿーター 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  22 人 0 人 0㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤） 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
࢚アライࣥ学科 ࠐ  

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1�728 

単位᫬間 

3�264 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

4�992 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

60 人 42 人 2 人 2 人 6 人 8 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

（ᴫ要）（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している 

 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

� 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

�
23 人

（100㸣）

0 人

（  0㸣）

23 人

（  100㸣）

0 人

（  0㸣）

（主なᑵ⫋、業⏺等） 

スカイ࣐ーࢡ（客ᐊ஌務員）、西㕲࢚アࢧーࣅス、+76 ⩚田ターࢺルࢧーࣅス、 

஑ᕞ᪑客㕲㐨ᰴ式఍♫、-5 西日ᮏࣇードࢧーࣅスࢺࢵࢿなど 

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

⛎書᳨定、࣐ࢼー・ࢥࢺࣟࣉル᳨定、ࢧーࣅス௓ຓኈ、72(,&、ⱥ᳨、,1),1, など 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  42 人 � 人 11.9㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤） 

㌟య的理⏤、経῭的理⏤ 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
㕲㐨ࢧーࣅス学科 ࠐ  

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1�984 

単位᫬間 

3�296 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

�280 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

80 人 62 人 0 人 2 人 3 人 � 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

（ᴫ要） 
（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

29 人

（100㸣）

0 人

（  0㸣）

28 人

（  96.6㸣）

1 人

（ 3.4㸣）

（主なᑵ⫋、業⏺等） 

஑ᕞ᪑客㕲㐨ᰴ式఍♫、⟃㇏電Ẽ㕲㐨ᰴ式఍♫、長ᓮ電Ẽ㌶㐨ᰴ式఍♫、ᖹ成⟃㇏㕲㐨、

西日ᮏ᪑客㕲㐨ᰴ式఍♫広ᓥ支♫、高ᯇ⍆ᖹ電Ẽ㕲㐨ᰴ式఍♫、-5 ஑ᕞࢧーࣅス࣏ࢧー

 ᰴ式఍♫、西日ᮏ電Ẽシステムᰴ式఍♫などࢺ

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

 、ス௓ຓኈ、ᅜ内᪑行業務取ᢅ管理者、総合᪑行業務取ᢅ管理者ࣅーࢧ

⛎書᳨定 2⣭、᪑行地理᳨定、観ගⱥㄒ᳨定、実用ⱥㄒᢏ⬟᳨定 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  6� 人 3 人 4.6㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤）経῭的理⏤、⢭神的な理⏤、㐍㊰ኚ更�␃学� 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分㔝 ㄢ⛬名 学科名 専門ኈ 高度専門ኈ 

ၟ業実務 
観ග 

専門ㄢ⛬ 
᪑行学科 ࠐ  

修業 

年㝈 
᫨ኪ 

඲ㄢ⛬の修஢に必要な総

授業᫬数又は総単位数 

㛤設している授業の種類 

ㅮ義 ₇⩦ 実⩦ 実験 実ᢏ 

2 年 ᫨ 1920 単位᫬間㸭120 単位 
1�920 

単位᫬間 

3�712 

単位᫬間 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

単位᫬間

/単位 

��632 単位᫬間㸭単位 

生ᚐ総定員数 生ᚐ実員 うࡕ␃学生数 専௵教員数 ව௵教員数 総教員数 

40 人 18 人 1 人 2 人 4 人 6 人 

�

カリ࢟ࣗラム（授業᪉法及び内容、年間の授業計画） 

（ᴫ要） 
年度㛤ጞ前に、カリ࢟ࣗラム఍㆟にて学校長、学務㈐௵者、学科長および授業担当者で２

年間の教⫱スࢣジࣗールに基づき、カリ࢟ࣗラムをస成する。各授業の฿㐩目標、᪉法、

ホ౯の࣏イࣥࢺを定めたᚋ、授業担当者がシラバスのస成を行い、学科長、学校長のチྍ

をᚓる。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 

成績ホ౯の基準・᪉法 

（ᴫ要） 
授業ホ౯は５ẁ㝵でホ౯され、単位の認定が行ࢃれる。また *3$ のホ౯は࢜リ࢚ࣥテー

シࣙࣥ᫬に学生࡬公表、ಖㆤ者࡬㒑㏦される。ホ౯がᝏい学生には担௵より指ᑟ、⿵ㅮが

行ࢃれる。 

・成績は５ẁ㝵でホ౯を行う 

$ ඃ⚽ % Ⰻい & 基準 ' 不ྍ�出ᖍ �0㸣以上�  ( 不ྍ�出ᖍ �0㸣ᮍ満） 

・*3$ ホ౯ไ度により客観的にホ౯を行う。 

* ࣏イࣥࢺኚ᥮㸸 $ 4  % 3  & 2  ' 1  ( 0  

 ⟬出:�඲教科のホ౯࣏イࣥࢺ�の合計¹総単位数�ᒚ修Ⓩ㘓単位の総数� 

・前期⤊஢᫬、ᚋ期⤊஢᫬に実施を行い、学⩦状況のᢕᥱを行う 

 

卒業・㐍⣭の認定基準 

（ᴫ要） 
（卒業の認定᪉㔪の⟇定・公表・適ษな実施に係る取⤌のᴫ要） 

卒業の認定᪉㔪については年度㛤ጞ前に行ࢃれるカリ࢟ࣗラム఍㆟にて、各学科の≉ᛶ、

業⏺で必要とされる知㆑、ス࢟ルを㋃ま࠼卒業要件がỴ定される。 

・卒業規定として学則に定めるᒚ修᫬間（卒業᫬ 1920 ᫬数）をᒚ修しており、単位 94 単

位以上を取ᚓしている事、及び学費を඲⣡している事。 

学生、ಖㆤ者࡬は入学᫬࢜リ࢚ࣥテーシࣙࣥ及びホームページで公表している 

 

学修支援等 

（ᴫ要） 
ᨺㄢᚋ、సရไస、᳨定ヨ験対⟇などのアドバイスを担当が行う。 

�

�

�

�



  

卒業者数、㐍学者数、ᑵ⫋者数（┤㏆の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 㐍学者数 
ᑵ⫋者数 

（自営業を含む。） 
その他 

3 人

（100㸣）

0 人 

（  0㸣） 

3 人

（  100㸣）

0 人 

（ 0㸣） 

（主なᑵ⫋、業⏺等） 

ᰴ式఍♫日ᮏ᪑行、㜰ᛴࢺラ࣋ル࣏ࢧーࢺ、ᐑᓮ交㏻ᰴ式఍♫、西日ᮏ᪑客㕲㐨ᰴ式఍

♫、大㜰࢚ムࢣイᰴ式఍♫ 

（ᑵ⫋指ᑟ内容） 

1 年ḟ࢟ࣕリア࢞イࣥࢲスの授業にてᕼᮃ業⏺、⫋種を᫂確にし、௻業◊✲ࡸ情報཰㞟

を行い、㠃᥋カ⦎などヨ験対⟇を実施している 

（主な学修成ᯝ（資格・᳨定等）） 

⛎書᳨定、ⱥㄒ᳨定、72(,&、᪑⛬管理ኈ、ᅜ内᪑行業務取ᢅ管理者、 

地理᳨定、,1),1, など 

（ഛ⪃）（௵意記載事項） 

�

୰㏵退学の⌧状 

年度当ึ在学者数 年度の㏵୰における退学者の数 ୰退⋡ 

  7 人 0 人 0㸣 

（୰㏵退学の主な理⏤） 

（୰退㜵Ṇ・୰退者支援のための取⤌） 

カ࢘ࣥࢭラーによるᚰのࢣア、ᝎみの相ㄯ❆ཱྀを設けている。 

学生࣏ࢧーࢺ⫋員による日ࠎの学生状況のᢕᥱ及びಖㆤ者との連ᦠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
観光 

専門課程 
韓国語学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼 1920 単位時間／120 単位 
2,240 

単位時間 

4,704 

単位時間 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

6,944 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 82 人 0 人 4 人 11 人 15 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
年度開始前に、カリキュラム会議にて学校長、学務責任者、学科長および授業担当者で２

年間の教育スケジュールに基づき、カリキュラムを作成する。各授業の到達目標、方法、

評価のポイントを定めた後、授業担当者がシラバスの作成を行い、学科長、学校長の許可

を得る。シラバスは学校のホームページで公表を行う。 

 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
授業評価は５段階で評価され、単位の認定が行われる。また GPA の評価はオリエンテー

ション時に学生へ公表、保護者へ郵送される。評価が悪い学生には担任より指導、補講が

行われる。 

・成績は５段階で評価を行う 

A=優秀 B=良い C=基準 D=不可(出席 50％以上)  E=不可(出席 50％未満） 

・GPA 評価制度により客観的に評価を行う。 

G ポイント変換： A=4  B=3  C=2  D=1  E=0  

 算出:(全教科の評価ポイント)の合計÷総単位数(履修登録単位の総数) 

・前期終了時、後期終了時に実施を行い、学習状況の把握を行う 

 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定方針については年度開始前に行われるカリキュラム会議にて、各学科の特性、

業界で必要とされる知識、スキルを踏まえ卒業要件が決定される。 

・卒業規定として学則に定める履修時間（卒業時 1920 時数）を履修しており、単位 94 単

位以上を取得している事、及び学費を全納している事。 

学生、保護者へは入学時オリエンテーション及びホームページで公表している 

 
学修支援等 

（概要） 
放課後、作品制作、検定試験対策などのアドバイスを担当が行う。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

43 人 

（100％） 

5 人 

（ 11.6％） 

31 人 

（ 72.1％） 

7 人 

（ 16.3％） 

（主な就職、業界等） 

スカイマークエアライン、ヒルトン福岡シーホーク、ホテルアクティブ、西鉄ホテルズ、EN 

HOTEL Hakata、リーガロイヤル小倉、株式会社 JR 九州高速船、JR 九州サービス、THE 

BASICS FUKUOKA、Re: MAKE 沖縄、有限会社クィーンベルコーポレーション、株式会社

Next Zone、キッザニア福岡、ビジュピコ沖縄店 

（就職指導内容） 

1 年次キャリアガイダンスの授業にて希望業界、職種を明確にし、企業研究や情報収集

を行い、面接訓練など試験対策を実施している 

（主な学修成果（資格・検定等））  

TOPIK 検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  90 人 18 人  20％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的理由、学習意欲の喪失、友人等関係、単位の修得が困難 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセラーによる心のケア、悩みの相談窓口を設けている。 

学生サポート職員による日々の学生状況の把握及び保護者との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

ղ学校単位の情報 

㹟）「生ᚐ⣡付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 ഛ⪃（௵意記載事項） 

 ル学科ࢲライࣈ

100�000 ෇ 660�000 ෇ 239�000 ෇

・㑅⪃料 20�000 ෇ 

・校཭఍費ึ年度 10�000 ෇ 

・ᅋయಖ㝤料 2�000 ෇ 

・教ᮦ費（※学科によࡗて異な

る） 

ホテル学科 

 学科ࢺリ࢚イࢡードࣇ

࢚アライࣥ学科 

㕲㐨ࢧーࣅス学科 

᪑行学科 

㡑ᅜㄒ学科 

修学支援（௵意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校の理念・運営・教育活動・成果・学生支援・教育環境・学生募集・財務・コンプライアン

ス・社会貢献など主に１０個の基準について、7名以上の評価委員と学校関係者で学校関係者

評価を行う。委員は、 
①企業団体関係者、企業経営者またはそれに準ずる者より 1 名、②公認会計士、税理士また

はその他財務の専門家より 1 名、③学校卒業生より 2 名以上、④福岡市博多区の住民で責任

的立場にある者より 1 名、⑤その他学校長が必要と認めた者から構成され、学校関係者評価

委員会は年１回（8月頃）開催する。業界が求める人材像や必要とされる知識、技術など教育

や就職指導に関する意見を交わし、評価を受けた後、評価が低い案件については学校長と学

務責任者で確認し、学務会議での協議を通して１０月以降学務責任者の指導の下、改善に向

け取り組んでいく。 
《過去議題例》 
教育に関して：業界が求める学び／留学生制度／社会性の向上／ 
       修学支援の新制度／法人合併後の教育システム変更及びカリキュラム統一 
就職に関して：インターンシップの中身／卒業生の活躍状況把握／ 
       就職率向上から就職の質向上へのポイント（業界 EXPO、進路 EXPO） 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

福岡県洋菓子協会 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

業界団体 

税理士法人アーク・パートナーズ 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

会計士 

株式会社荻田商業建築 
デザイン事務所 

2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等・卒業生 

オリエンタルホテル福岡 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等・卒業生 

アミ・シュプール 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等・卒業生 

株式会社 映像ボックス 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等・卒業生 

福岡市博多区博多駅前 
3丁目 2区自治会 

2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

自治会長 

博多女子高等学校 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

高等学校 

株式会社 TOO・福岡支店 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等 

株式会社イクティス 
2023 年 9 月 1日〜 
2025 年 8 月 31 日（2年） 

企業等 

学校関係者評価結果の公表方法 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 
 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.kyukan.ac.jp/information.html 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード（13桁） H140313000127

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定

の取消しを受けた者の数

年間 0人

第Ⅱ区分 - -内

訳 12人

0人

家計急変による

支援対象者（年間）
0人

45人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下

の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修学の

支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号、第４

号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを

受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の

取消しを受けた者の数

年間

45人

後半期

37人

24人

-

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー

学校法人２１世紀アカデメイア

前半期

支援対象者（家計急変

による者を除く）
44人

25人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了でき

ないことが確定

修得単位数が標準単位数の

５割以下
（単位制によらない専門学校にあって

は、履修科目の単位時間数が標準時間

数の５割以下）

出席率が５割以下その他学修

意欲が著しく低い状況

0人 0人

0人 0人

「警告」の区分に連続して該

当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けた

ことにより認定の取消しを受けた者の数

計

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科

を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下のものに限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

0人 0人

0人 0人

0人 -

退学 -

３月以上の停学 0人

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良

であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った

者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高等専

門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

0人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力

の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を

受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の６

割以下
（単位制によらない専門学校にあって

は、履修科目の単位時間数が標準時間

数の６割以下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 -

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科

を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下のものに限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 0人

出席率が８割以下その他学修

意欲が低い状況
- -

（備考）


